
08-20-R-001C

【容器弁を閉める→ｶﾞｽを抜く→ﾊﾝﾄﾞﾙを戻す→ﾊﾞﾙﾌﾞを閉める】
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■ご使用前準備
①　容器は立て、転倒防止の措置をしてください。（上下２箇所を鎖等で固定）また、乱暴な扱いをしないでください。
②　圧力調整器(以下「減圧弁」）の入口のボンベパッキンを確認する。無い場合又は、傷んでいる時は交換して下さい。
③　容器の口金を清掃する。危険の少ない不活性ガスの場合は、バルブの口を軽く開いて、口金内のごみを吹き飛ばす。
　　　　　※容器の口金・接続ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰに油脂類の付着が無いことを確かめて下さい。

■ガスを入れる前に
① 減圧弁のハンドルが、フリー（押し込んでいない）に緩んでいる
か？　ストップハンドルが閉じているか？を確認して下さい。
② 減圧弁のハンドルが押し込まれている時は、左（DECREASE）方向
に回し、フリーにして下さい。
③ ストップバルブが開いている時は、右に回して閉じてください

■容器弁の開放　「圧力調整器（減圧弁）にガスを入れる」
急激に開放すると、減圧弁内部で酸素ガス温度が高温となって、可燃性の物質や金属微粒子から発火する可能性がありま
す。容器弁は、初めゆっくり開放し、圧力計の指示が上がって止まったら、１回転以上開けてください。

容器弁の開放は、容器側圧力計の指針の上昇時間が　3秒以上　となる早さで静かに行ってください。

◆ゆっくりと容器弁を開いて下さい。　その際、減圧弁の正面には立たないで下さい｡
ﾎﾞﾝﾍﾞ交換時又は一定期間にボンベ取り付け部に漏れが無いか石鹸水（中性洗剤を20～30倍に薄めた物）で確認して下さい。

■圧力を調整しガスを使用する
① 減圧弁のハンドルをINCREASE(右)に回すと、圧力が上がります。
　※調整圧力範囲は低圧側圧力計の最大目盛の２／３以下です｡
それ以上は上げないで下さい｡
② 出口バルブを開いて、ガスを使用する。
 ※次の様な場合はご使用を中止し説明書に従い処置して下さい。
     1)　放出中に圧力計の振動や異常音がする場合

     2)　2次圧力が自然に上昇する（出流れ）の場合

■ボンベへの取り付け
① 使用されるガス用の減圧弁であるかの確認をして下さい。
② 減圧弁の入口のボンベパッキンを確認して下さい。
③ 減圧弁が正面に向く様に、専用スパナでしっかりとボンベナットを

締めて下さい｡

■ガスの使用が終わったら
① 容器弁を閉める→　②減圧弁の中からガスを全て抜く
→③調整ハンドルをDECREASE(左)に回しハンドルをフ
リーの状態にして下さい→④出口側バルブを閉める｡
減圧弁にガスを入れたまま、放置しないでください。特に、
使用が終了したら容器弁は必ず閉じてください。

           以上の手順で作業を終了してください｡

〈ボンベパッキン〉

〈接続アダプター〉
酸素ガス容器

口金

〈ボンベナット〉
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圧力調整器の酸素ガスによる発火事故における重要なお知らせ 

 

酸素ガスボンベに圧力調整器を取付けた状態でボンベの口金バルブを開いた際に圧力調整器内で急激な加圧によ

る断熱圧縮・摩擦熱が発生したと思われる発火事故の事例がありました。 

 

原因を深く知ることにより、二度と同様の事故が発生しないようにするための重要なお知らせです。 

 

≪発火要素≫ 

■ 断熱圧縮熱による温度上昇 

■ 微粒子の配管への衝突による着火エネルギー 

■ 機器の摩擦・衝突による着火エネルギー 

■ 高速ガス流による着火エネルギー 

■ 静電気による着火エネルギー 

■ 燃焼し易い物質 

 

≪推定原因≫ 

■ 急激なバルブ操作による圧力調整器内での断熱圧

縮熱による温度上昇 

■ 酸素ガス以外のガスと共用して使用している 

■ 金属粉等の摩擦又は配管への衝突による火花 

■ 金属粉等によるフィルターの目詰まり 

■ 油分の混入 

■ ステンレス製圧力調整器 

■ 製造後 8年以上経過している 

■ 製品を改造して使用している 

■ メンテナンスがされていない 

上記、複合要素での発火 

 

≪高圧ガスによる事故事例≫ 

高圧ガス保安協会のホームページにて開示されている「酸素ガスなどの

断熱圧縮と摩擦熱による高圧ガス事故の注意事項について」の中で事

故事例として物質毎、設備区分毎等に分類して紹介されています。その

中の設備区分毎の事故事例を見ると圧力調整器は、バルブに次いで 2

番目に多く 22％を占めています。 

このことからも圧力調整器をご使用の際は、酸素ガスの断熱圧縮と摩擦

熱の危険性をよく理解し、取り扱いに十分に注意が必要です。又、発火

防止を抑える作業・メンテナンスも必要になります。 

【設備区分毎の事故件数】 
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圧力調整器の事故例 

【発火イメージ図】 
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≪酸素ガス用圧力調整器の耐燃焼性について≫ 

高圧酸素ガス用圧力調整器の断熱圧縮による発火の危険性を抑える製品として、社内テストで発火試験を行い検

証した結果、ステンレス製に比べ真鍮製の方が耐燃焼性に優れていることを確認しました。 

 

【燃焼範囲のイメージ】                   ･･･燃焼範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪選定指針≫ 

真鍮とステンレスで材質の違いによる発火のリスクは同じですが、発火後の燃焼範囲が大きく異なりますので、ボン

ベから供給される酸素ガスに使用する圧力調整器については、原則として本体が真鍮製の圧力調整器［GF シ

リーズ又は、FRシリーズ等］を選定してください。 

尚、純度の問題で理化学用ステンレス製（GSR シリーズ等）での要求がある場合は、フィルターのみ真鍮製に

した酸素専用器になりますので、詳しくは弊社営業担当者へご相談ください。 
 

≪発火防止の注意事項≫ 

① 酸素ガスの断熱圧縮を抑えるため、容器バルブをゆっくり開けてください。(容器側圧力計の指針の上昇時

間が 3秒以上 となる早さで静かに行ってください) 

② フィルター部の目詰まりを防ぐ為、ボンベ交換時に必ず入口部を確認し、金属粉や塵埃の付着がある場合は除

去作業を行ってください。 

③ 圧力調整器を酸素ガス容器(ボンベ)に取付ける際は、圧力調整器内に油分(切削油、グリース等)が混入しないよ

うに容器口金部及び、圧力調整器入口部を十分に清掃してください。 

④ ボンベ及び圧力調整器が高温(40℃以上)にならないように使用環境に配慮して使用してください。 

⑤ 酸素ガス以外のガス（特に可燃性ガス及び、可燃性を含んだ混合ガス）に共用すると圧力調整器が爆発する可

能性がありますので、絶対に酸素ガス以外のガスと共用しないでください。 
 

≪製品メンテナンスと使用期間について≫ 

① 使用期間 3 年又は、容器への取付け、取り外しを 1 回として 200 回を超えた場合は、フィ

ルターの交換を含む定期メンテナンスを依頼してください。 

② 現在酸素ガス用圧力調整器をお使いで購入後 8年を経過したステンレス製製品について

は、新しい製品への更新をお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

≪その他関連資料等≫ 

当社ホームページ内にて、酸素ガス用圧力調整器を安全にご使用していただくための技術資料として、「圧力調整

器の取り扱い注意事項」「酸素ガス取り扱いの注意」の案内を開示しております。 

尚、酸素ガスを安全に使用していただくための講習会、説明訪問を継続的に行なっております。 

真鍮製の場合 ステンレス製の場合 

調整器カバーに貼付されたラベルにて製造
年月を確認してください。 

［表示方法：西暦下 2桁－製造月］ 
※ 貼付されていない場合は、弊社営業担当
者へご連絡ください。 

表示“13-04”の場合 

→2013年 4月製造 
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